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草
月
文
化
活
動
支
援
基
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
0
2
0
年
1
月
〜
2
月
に
当
基
金
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、左
記
の
通
り
で
す
。

（
掲
載
は
一
万
円
以
上
、
敬
称
略
）

大
薗
芳
雪
・
大
薗
彩
芳
、ハワ
イ
支
部
、海

老
原
綾
霞
、萌
春
翠
香
の
会
、呉
暁
春
、松

岡
晴
楓
、
畠
山
知
子
、
加
藤
久
美
子
、

S
Y
C
東
京
１

嬉
し
い
受
賞

　

月
足
草
香
さ
ん
（
福
岡
県
柳
川
市
、
1

級
師
範
総
務
）
は
、
2
0
1
9
年
度
久

留
米
市
表
彰
に
て
、
芸
術
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
　
本
部
講
師

秋
山
美
晴

石
川
己
青

石
川
龍

石
倉
菘
清

五
十
野
雅
峰
岩
渕
幸
霞

江
口
玉
枝

榎
本
紅
萩

大
久
保
雅
永

岡
崎
忍

岡
本
青
珠

小
沢
清
香

梶
谷
珀
鳳

粕
谷
星
華

片
山
健

加
藤
久
美
子
狩
野
朱
紅

川
名
哲
紀

久
保
丹
啓

久
保
島
一
超
元
田
紫
葉

坂
口
水
恵

佐
々
木
紅
葉
澤
田
晃
映

篠
崎
洵
雅

杉
岡
宏
美

隅
出
美
泉

州
村
衛
香

関
田
育
圓

高
木
水
染

多
賀
谷
丹
方
竹
中
麗
湖

田
澤
凉

田
渕
章
流

丹
野
霞
園

富
田
双
康

中
田
和
子

中
村
草
山

西
山
光
沙

日
向
洋
一

平
石
丹
珠
萠
福
島
光
加

福
永
早
苗

細
野
葉
霞

前
田
早
苗

本
江
霞
庭　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

2
0
2
0
年
度
　
本
部
助
手

東
和
霞

大
泉
麗
仁

大
向
佐
都

小
野
清
翠

北
内
翆
潤

北
島
里
夏

木
本
露
茜

久
保
田
芳
生

高
橋
紫
門

谷
口
千
恵
子
中
村
美
梢

濱
田
成
光

樋
口
翠
翔

丸
山
明
峰

武
藤
星
芳

モ
ラ
ン
ジュ
真
紀
子

森
島
志
鳳

森
田
麗
遊

山
上
晶
絵

横
地
江
政　
（
五
十
音
順
）

訃
報

松
本
和
子（
桂
和
）　

師
範
会
顧
問

二
〇
一
九
年
四
月
二
十
六
日　

享
年
九
十
歳

玉
井
節
子（
鳳
節
）　

師
範
会
理
事

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
二
日　

享
年
八
十
二
歳

内
山
真
理
子（
里
梢
）　

師
範
会
顧
問

二
〇
二
〇
年
一
月
五
日　

享
年
八
十
七
歳

中
島
玲
子（
蓉
秀
）　

師
範
会
理
事

二
〇
二
〇
年
二
月
四
日　

享
年
八
十
九
歳

テ
キ
ス
ト
５
特
別
講
習
会

（
本
部
主
催
本
部・大
阪
及
び
支
部
）を

未
受
講
の
皆
さ
ま
へ

2
0
1
6
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

「
テ
キ
ス
ト
5
特
別
講
習
会
」
は
、

2
0
1
9
年
3
月
を
も
っ
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
指
導
者
の
皆
さ
ま
を
中
心
に
、「
草

月
の
い
け
ば
な
5
」
各
テ
ー
マ
の
詳
し
い
解

説
と
指
導
方
法
を
ご
理
解
い
た
だ
く
場
と

し
て
、
大
変
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
受
講
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
指
導
さ
れ
て
い
る
方
、

今
後
指
導
さ
れ
る
方
で
「
テ
キ
ス
ト
5
特

別
講
習
会
」
を
未
受
講
の
方
は
、「
テ
キ
ス

ト
5
特
別
講
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
に
よ
る
個
別
で
の

講
習
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
※
テ
キ
ス
ト

5
履
修
に
て
4
級
師
範
に
ご
昇
格
さ
れ
た

方
は
除
き
ま
す
。
※
海
外
会
員
の
方
は
海

外
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
レン
タ
ルの
た
め
ご
返
却
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
資
格

：

草
月
指
導
者
連
盟
会
員　

受
講
料

：

1
万
1
千
円

﹇
お
申
込
み
﹈
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、E

-m
ail

な
ど
に
①
名
前
②
草
指
連
会
員
番
号

③
住
所
④
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
テ

キ
ス
ト
５
特
別
講
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
受
講
の
旨

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
後
に
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
受
講
料
振
込
用
紙
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

●
お
申
込
み

﹇
教
室
運
営
課
﹈TE

L

：03-3408-1209
E
-m
ail

：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

﹇
海
外
課
﹈ T

E
L

：03-3408-1151
E
-m
ail

：overseas@
sogetsu.or.jp

【
国
内
版
】

証
書
申
請
料
金
と
財
団
納
付
金
の

料
金
変
更
の
件

近
年
、証
書
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
和
紙
、

看
板
・
席
札
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
木
材
、

な
ら
び
に
こ
の
証
書
・
看
板
・
席
札
を
皆
さ
ま

の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
送
料
が
年
々
高
騰

し
て
お
り
、今
回
、長
い
間
（
1
9
9
0
年

9
月
よ
り
現
料
金
）
据
え
置
い
て
き
ま
し
た

証
書
申
請
料
金
を
2
0
1
9
年
10
月
1

日
よ
り
改
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
ま
し
て
消
費
税
率
改
定

（
8
%
↓
10
%
）に
伴
い
、財
団
納
付
金
と

証
書
申
請
料
金
の
消
費
税
増
税
相
当
分

を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
国
内
と
海
外
の
申
請
料
金
は
、料
金

に
対
す
る
消
費
税
課
税
の
有
無
と
、送
料

の
違
い
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

INFORMATION お知らせ

追悼・尾中千草さん

草
月
創
成
期
に
学
び
、流
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生

　

草
月
会
相
談
役
で
あ
り
、
名
誉
会
員
で
あ
る
尾
中
千
草
さ
ん
が
、

2
0
2
0
年
2
月
29
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
105
歳
。

　

尾
中
さ
ん
は
1
9
3
2
年
に
草
月
流
へ
入
門
。初
代
家
元
・
勅
使
河
原

蒼
風
の
助
手
の
一
人
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、戦
後
間
も
な
く
外
貨
持
ち

出
し
制
限
の
あ
る
時
代
か
ら
、世
界
各
地
で
講
師
活
動
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

ション
を
行
い
ま
し
た
。40
代
の
こ
ろ
に
尾
中
さ
ん
の
代
名
詞
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る「
鉄
の
オ
ブ
ジェ
」に
目
覚
め
、彫
刻
と
花
の
展
覧
会
を
開
催
。凛
と

し
た
姿
の
作
品
は
、今
も
多
く
の
人
々
の
心
に
残
り
ま
す
。心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
お
な
か
・
せ
ん
そ
う

1
9
3
2
年
草
月
流
に
入
門
。終
戦
翌
年
の
1
9
4
6
年
に
蒼
風
の
助
手
と
な
る
。

エジ
プ
ト
や
パリ
、ソ
連
な
ど
世
界
各
地
を
訪
れ
る

ほ
か
、自
身
の
教
室・千
創
会
な
ど
で
指
導
を
始

め
る
。第
35
回
蒼
風
賞
な
ど
受
賞
多
数
。

1
9
8
1
年
第
4
回
I.I.
世
界
大
会
で
草
月

代
表
と
し
て
デ
モンス
トレー
ション
、1
9
5
5
年

常
陸
宮
い
け
ば
な
褒
賞
盃
、百
歳
を
迎
え
た

2
0
1
4
年
に
は
草
月
特
別
大
賞
を
、

2
0
1
7
年
の
草
月
創
流
90
周
年
記
念
創

流
祭
で
は
、草
月
金
花
大
賞
を
受
賞
し
た
。

尾
中
さ
ん
の
著
書
『
花
の
時
鐘
　
草

月
の
歴
史
の
中
で
』（
草
月
出
版
）。

追悼・石川青葩さん

関
西
で
草
月
の
中
心
的
存
在
と
し
て

　

名
誉
会
員
で
あ
る
石
川
青
葩
さ
ん
が
、2
0
2
0
年
2
月
4
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
92
歳
。

　

石
川
さ
ん
は
1
9
4
7
年
に
草
月
流
へ
入
門
。本
部
講
師
や
支
部
長

な
ど
の
数
々
の
重
責
を
担
い
、関
西
で
草
月
の
中
心
的
存
在
と
し
て
長
き

に
わ
た
り
活
躍
し
ま
し
た
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
花
器
を
作
り
た
い
」と
始
め
た

陶
芸
で
も
才
能
を
発
揮
。ユ
ー
モ
ラ
ス
な
陶
作
品
は
、い
け
ば
な
同
様
た
く

さ
ん
の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
い
し
か
わ
・
せ
い
は

1
9
4
7
年
草
月
流
に
入
門
。蒼
風
賞
、草
月
賞
、草
月
栄
誉
賞
な
ど
受
賞
多

数
。2
0
1
7
年
の
草
月
創
流
90
周
年
記

念
創
流
祭
で
は
、草
月
大
賞
を
受
賞
し
た
。

流
内
の
み
な
ら
ず
、大
阪
府
花
道
家
協
会

や
日
本
い
け
ば
な
芸
術
協
会
な
ど
で
幅
広

く
活
躍
し
、2
0
0
7
年
に
は
地
域
文
化

功
労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
た
。陶
芸
の
分
野
で
も
活
躍
し
、陶
歴

50
年
。1
9
7
7
年
に
は
作
品
「
海
鳴
り
」

で
女
流
陶
芸
文
部
大
臣
賞
受
賞
。

2
0
1
4
年
に
は
米
寿
を
記
念
す
る
陶
展

「
ふ
し
ぎ
な
森
」を
開
催
し
た
。

石
川
さ
ん
の
著
書
『
花
の
き
ず
な
　

草
月
人
生
七
十
年
』（
草
月
出
版
）。

卒
寿
を
迎
え
、
自
身
の
い
け
ば
な
人

生
を
綴
っ
た
一
冊
。

「
台
風
被
災
支
援
・
草
月
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ご
報
告

草
月
出
版
で
は
、
草
月
カ
レ
ン
ダ
ー
2
0
2
0
「
勅
使
河
原
茜
花
12
選
」
一

部
お
買
い
上
げ
に
つ
き
50
円
を
令
和
元
年
台
風
災
害
義
援
金
と
し
て
寄
付
を
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
1
9
年
12
月
31

日
に
終
了
し
、
義
援
金
の
総
額
は
42
万
4
千
6
百
円
と
な
り
ま
し
た
。
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
口
」
を
通
じ
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

草
月
文
化
事
業
株
式
会
社
・
出
版
部
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INFORMATION  教室情報

※日程は変更になることがあります。　また、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。

　　　　 草月WESTオープン記念・お得なキャンペーン実施！ ぜひ草月WESTへ

草月W
ウ エ ス ト

EST のロゴが決定！
ロゴの「SOGETSU」の字体は草月の歴史を、「WEST」の字体は新しいこれからの草月をイメージしています。
草月の新しい歴史に、皆さんも一緒に楽しんでご参加ください。

草月WESTの
エントランスイメージ。

 【草月WEST準備室（大阪教室内）】　TEL：06-6344-2841／FAX： 06-6344-2844／E-mail： west@sogetsu.or.jp
お申込み・お問合わせ

いよいよ、6月27日（土）オープン！

金曜日 午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分
夜クラス　　18 時 30 分〜 20 時 30 分

土曜日 午前クラス　10 時 30 分〜 12 時 30 分
午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分

開講日、時間、受講料変更のお知らせ
移転にともない家元教室、家元研究科の開講日などが変わります。大阪教室在籍の皆さまには、ご不便をおかけしますこと
をお詫び申し上げます。教室デザインも一新し、これまで以上に皆さまに楽しんでいただける空間を目指して準備中です。
ぜひ新教室「草月 WEST」を体験してください！

家元教室

金曜日 午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分
夜クラス　　18 時 30 分〜 20 時 30 分

土曜日 午前クラス　10 時 30 分〜 12 時 30 分

家元研究科

新教室での家元教室、家元研究科は 2020 年7月から開催となります。料金や時間の変更も2020年7月からです。

月謝：11,000円（月3回・花材費別）　入会金：11,000円 ※開始時間の20分前から受付開始予定
受講料：家元指導12,200円　通常10,100円（花材費込み）

草月WEST移転キャンペーン 草月WEST新入会キャンペーン

家元教室

大阪家元教室在籍で草月WEST継続受講の
方対象
キャンペーン期間中の2ヶ月分月謝を半額

（2020年7月～９月の中で2ヶ月対象）
※ワンレッスン受講は対象になりません。

草月WESTで初めて家元教室に入会す
る方対象
入会金無料

（2021年3月まで有効）

家元研究科

大阪教室研究科在籍で草月WEST継続受講
の方対象
草月WESTで最初の受講回は受講料半額

（～2020年9月）
2020年7月～9月の期間で3ヶ月連続受講の
方に特典あり

草月WESTで初めて家元研究科に入会
する方対象
入会金無料
初回受講料半額

（2021年3月まで有効）

プロフェッショナル
クラス

草月WESTで初めてプロフェッショナル
クラスに入会する方対象
入会金無料（2021年3月まで有効）

2020年度
テキスト集中講座

『特別篇』

大阪教室より継続してテキスト集中講座を受講のかた、初めて受講する方対象
受講料5,000円割引（2021年3月まで有効）

イベントスペースとして、草月WEST をご利用ください
新教室「草月 WEST」はイベントスペースとしてお使いいただけます。新しくデザインされた教室をぜひ支部研究
会、社中展、個展などにご利用ください。2020 年度（2020 年7 月～ 2021 年 3 月）はオープンキャンペーンとして、
優先割引価格でご利用いただけます。

支部特別価格：1 時間 2,000 円（税別） 会員特別価格：1 時間 3,000 円（税別）

［参考］ 草月 WEST 会員通常価格（2021年 4 月～予定）：1 時間 4,000 円（税別）
　　　 草月会館教室利用会員価格（50 名まで）：50 名まで 1 時間 5,000 円（税別）、50 名以上 1時間 8,000 円（税別）

［ 施設概要 ］	●広さ： 約185㎡　研究会の場合、およそ60 名までの利用を想定
した空間。展示空間として使用可能です。
●設備：机、椅子、水屋、花器、照明、音響など教室備品をご利用いただけます。
●使用時間：10 時30 分ごろから17時ごろまでを想定していますが施設仕様が決
まり次第お知らせいたします。
●ご利用可能日の一例（2020 年3月現在）7/5（日）、7/19（日）、7/23（木・祝）～ 26（日）、
9/6（日）、10/4（日）、10/18（日）、11/15（日）、12/6（日）、ほか
※ご利用可能日・内容は変更になる場合があります。詳しくはお問合わせください。
※空間デザイン、図面、設備詳細などは設計中です。決まり次第詳細をお知らせい
たします。

七条通

西本願寺 東本願寺

東海道新幹線京都鉄道博物館

京都駅
京都
水族館

千本通
丹波口駅

梅小路
京都西駅

新
教
室

Ｊ
Ｒ
山
陰
線

キャンペーン  
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CALENDAR カレンダー
年間行事予定

4月19日（日）まで 座・草月 Spring Flower Display～Flower Art Award pre～（六本木・東京ミッドタウン）
※4月4日（土）～4月19日（日）「座・草月いけばな展」同時開催

6月5日（金） 財団理事会（草月会館／午前11時～）

6月18日（木）・19日（金） 第10回AT賞展（草月プラザ）
※3月26日（木）・27日（金）より会期が変更になりました

6月19日（金） 財団評議員会（草月会館）
7月2日（木） 第102回草月いけばな展（日本橋髙島屋）出品説明会（草月ホール／午後12時30分～）

7月28日（火）～31日（金）

2019年度草月造形科作品展 色彩構成コース（草月会館）
※3月3日（火）～7日（土）より会期が変更になりました
2019年度草月造形科作品展 写真コース（草月会館）
※3月10日（火）～13日（金）より会期が変更になりました

8月9日（日） AKANEフェスタ（午後1時開場 午後1時30分開演／草月ホール）
※3月1日（日）より開催日が変更になりました

9月8日（火）～12日（土） 2019年度草月造形科作品展 陶芸コース（草月会館）
※3月10日（火）～13日（金）より会期が変更になりました

【草月会館土・日・祝日特別開館日】
草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日は、草月会館・大阪教室ともに休館しております。
5月23日（土）、6月13日（土）、7月11日（土）、8月8日（土）、8月9日（日）
※「スプリングセミナー2020」中止に伴い、4月18日（土）は草月会館・大阪教室ともに休館とさせていただきます

各地の展覧会

彩華花の教室と浜のなかまたち「浜風によせて」 5月12日（火）～17日（日）　三陽メディアフラワーミュージアム（千葉市花の美術館） 山本彩華 ☎ 090-4752-6775

燿の会 グループ展 5月23日（土）・24日（日）　立山町リノベーション古民家「埜の家」 喜多野瑛 ☎ 076-423-2615

生け花のある能「半蔀 立花供養」（生け花：横井紅炎）　5月24日（日）午後2時　矢来能楽堂　※要チケット 横井紅炎 ☎ 0466-60-1916

東京藝大音楽学部生と大川春雪コラボレーション 6月6日（土）　加賀町ホール（新宿区）　※要チケット 大川春雪 ☎ 080-3152-2171

第22回草月四季の会いけばな展 6月6日（土）・7日（日）　チューリップ四季彩館（富山県砺波市） 河合里抱 ☎ 0763-62-0043

「本部特別技術講師：秋松伸一の講座」
1期生展覧会 7月2日（木）・3日（金）　草月プラザ 教室運営課 ☎ 03-3408-1209

茨城県支部県南地区いけばな展 9月4日（金）～6日（日）　土浦市民ギャラリー
※3月13日（金）～15日（日）より会期が変更になりました 根木美里 ☎ 090-7400-3521

草月陶房所属作家ユニット「salulas」参加
今立現代美術紙展 IMADATE ART FIELD 2020

9月12日（土）～30日（水）　越前和紙の里（福井県越前市）
※4月29日（水・祝）～5月10日（日）より会期が変更になりました 草月陶房 ☎ 0778-32-2234

いけばな展「ホテルにいける！」 4クローバーズ 9月20日（日）～22日（火・祝）　ホテル ブリランテ武蔵野
※5月3日（日・祝）～5日（火・祝）より会期が変更になりました 佐藤青幹 ☎ 080-1350-5113

Sō Team Oita作品展「hana想空間」 10月8日（木）～11日（日）　創造空間kamenos（大分県速見郡日出町）
※4月23日（木）～26日（日）より会期が変更になりました 原露聖 ☎ 090-8408-5053

華
はな

・響
ゆら

 いけばな&生演奏での癒しの空間展 10月17日（土）・18日（日）
三嶋大社宝物館（静岡県三島市） ギャラリー 長澤玉映 ☎ 080-3692-4843

本部主催支部研究会・講習会
鳥取県支部 6月7日（日） 研究会　米子ふれあいの里 篠田光寿 ☎ 0859-75-2061
佐賀県支部 6月7日（日） 講習会　浪漫座（佐賀市歴史民俗館旧古賀銀行内） 佐田富紅輝 ☎ 0952-28-0242
島根県支部 6月14日（日） 講習会　島根県民会館 増本香則 ☎ 0852-23-3648
山口県支部 6月21日（日） 研究会　山口市南総合センター 佐藤華津 ☎ 0833-77-5140
静岡県支部 7月5日（日） 研究会　静岡労政会館 第3会議室 加藤草容 ☎ 053-466-2653
広島県支部 7月19日（日） 研究会　広島市南区民文化センター 3階大会議室 髙橋篁赫 ☎ 082-251-5139
岡山県支部 7月19日（日） 研究会　倉敷市芸文館 三宅寿肇 ☎ 086-428-2558

千葉県支部 7月23日（木・祝） 講習会　全日警ホール
※4月25日（土）より開催日が変更になりました 酒井洸恵 ☎ 03-3605-8876

富山県支部 8月30日（日） 講習会　富山県民共生センター サンフォルテ 林青影 ☎ 0766-23-9366

埼玉県支部 9月6日（日） 研究会　埼玉会館 7階会議室
※5月17日（日）より開催日・会場が変更になりました 榎本紅萩 ☎ 048-463-8188

支部展

秋田県支部展 7月3日（金）～5日（日） 秋田拠点センターアルヴェ きらめき広場 藤澤和交 ☎ 018-832-9420

京都支部展 10月10日（土）・11日（日）　白沙村荘 橋本関雪記念館
※3月14日（土）・15日（日）より会期が変更になりました 森英琴 ☎ 075-601-9209

栃木県支部展 10月30日（金）～11月1日（日）　大谷資料館　※家元出品
※5月15日（金）～17日（日）より会期が変更になりました 木村爽陽 ☎ 028-681-2570

フラワーク

とらや赤坂本店
※営業時間に変更がある場合がございます
　お出かけの際は、念のため店舗にお問合わせください

4月 東和霞
赤坂見附5月 北内翆潤

6月 モランジュ真紀子

とらや銀座店
※営業時間に変更がある場合がございます
　お出かけの際は、念のため店舗にお問合わせください

4月 田中双翠
銀座5月 渡辺光樹

6月 井谷恭紅
ザ・キャピトルホテル東急 常設 杉岡宏美 溜池山王・国会議事堂前
赤坂エクセルホテル東急 常設 草月アトリエ 赤坂見附
横浜ベイホテル東急（B1階神殿口） 4月7日～8月上旬 深澤隆行 横浜・みなとみらい

草月会館日本間

4月16日まで
※3月30日～4月11日より会期が変更になりました 州村衛香

青山一丁目
4月20日～5月1日 青柳良寒
5月11日～23日 小沢清香
5月25日～6月5日 岡本青珠
6月8日～19日 對馬明桂

※草月会館日本間の展示は、初日の午後より、最終日は午前までです。

新型コロナウイルス感染拡大に伴うイベントや教室の中止・延期について
不測の事態のため、このページに掲載されているイベントは中止または延期となる場合がございます。
お出かけの際は主催者にお問合わせいただくか、いけばな草月流公式ホームページ「新型コロナウイルス感染拡大に
伴うイベントや教室の中止・延期について」をご確認の上、今後の情報にご注意ください。
どなた様も時節柄くれぐれもご自愛くださいますようお願い申し上げます。

●いけばな草月流公式ホームページ
「新型コロナウイルス感染拡大に伴うイベントや教室の中止・延期について」
https://www.sogetsu.or.jp/news/100070/

なお、本部にお届け済みのイベントが中止または延期となった場合は、
広報部までご報告くださいますようお願い申し上げます。
［ 広報部 ］  TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：pr@sogetsu.or.jp

※P.38にて中止または延期となった全国のイベントを掲載しています。
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Information
Cancellation and Change of Schedule due to 
COVID-19
We regret to inform you that we changed the 
schedule of the events below taking the effect of 
COVID-19 into consideration 
Thank you for your understanding and please 
contact us if you have any questions.
< Postponed >
●Akane Festa
Rescheduled date: Sun 9th August 13:30-
●AT Award Exhibition
Rescheduled dates: Thu 18th- Fri 19th June
●Exhibition by Sogetsu Headquarters Plastic Arts 
Courses
Rescheduled dates: Tue 28th- Fri 31st July
< Cancelled >
●Spring Seminar 2020: Apr. 17-18
●Sogetsu Exhibition, Shinjuku: May 28 -Jun 2

Calendar of Events 2020
Aug. 10- 16 Sogetsu HQ closes for summer vacation

*Schedules above are subject to change.

International Class, Iemoto Class and Teachers’ 
Workshop
The details are shown on the webpage below:
http://www.sogetsu.or.jp/e
Note: Teachers’ Workshop is held in Japanese. If you 
wish to attend this class and require English speaking 
assistance, please make reservations at least two 
weeks beforehand.
International Class: 4,140 yen per lesson
Iemoto Class: 5,600 yen per lesson
Teachers’ Workshop: 1st lesson of the month 12,200 
yen per lesson
2nd and further lessons  6,100 yen per lesson

[ Branches/SGs ] 
Submission of Annual Activity Report /Election 
Report 
(1) Annual Activity Report for Sogetsu year 2019 
(from April 2019 to March 2020)
(2) Members’ list 
(3) Election Report * only branch/study group which 
falls on election year. 
All the Branches and SGs are required to submit (1) 
and (2) to the Headquarters. The Branches and SGs 
which are due to have an election this year are also 
required to submit (3).
Submission Deadline: May 31, 2020  
*the due date can be extended.
Accepted by attached to E-mail or postal service
●Official Forms available online 
We will NOT send the report form in paper by post. 
The official e-forms (PDF/Excel format) will be 
available to download from Sogetsu website; 
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/
forms 

Leaflets (English/ Chinese)
The leaflets for 2020 will be available in April. Each 

Branch/SG will be entitled to 200 complimentary 
copies sent by regular airmail on request. Additional 
copies are available for purchase.
We accept orders from individuals.
Download the order form online: 
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/
leaflets

Establishment and promotion
●Yuuma Study Group, Jordan, is promoted to 
Amman central Branch as of November 1 ,2019.
●Indus Study Group, Pakistan, is established as of 
February 1, 2020.
●Karachi Study Group, Pakistan, is established as of 
February 1, 2020.
Our best wishes to the members of all branches and 
study groups above.

[ Other information ] 
●Notice for the members in Brazil  
As of the 1st of January 2020, Receita Federal 
(Ministry of Economy) strongly suggests that all 
mails and parcels sent to Brazil from overseas should 
write a receiver’s CPF (individual tax registration) 
along with the name.
In order to assure the safer delivery of all documents 
from the HQ, we request the members living in Brazil 
to contact Services for Membership Department and 
inform their CPF.
Contact : members@sogetsu.or.jp
Thank you for your cooperation. 

Acknowledgement
Thank you to the Sogetsu Hawaii Branch for the 
contributions to the Sogetsu Cultural Activities 
Promotional Fund. 

Award Winner
We are pleased to announce that the Foreign 
Minister’s Commendations FY2019 was awarded 
to the following STA member to acknowledge her 
contribution to promotion of Japanese culture in her 
country.
Mrs. Chai Teng Kooi  (Ex-director of Kuala Lumpur 
Branch)

The 8th Everyone’s Sogetsu Ikebana Exhibition on 
Facebook
We received 165 entries from around the world. 
Thank you very much!
After due consideration by the Iemoto Akane 
Teshigahara, four works have been selected to 
receive prizes. The following three overseas STA 
members received the Prize:
Golden Moon Prize: Ms. Silvia Barucci (ITALY)
Silver Moon Prize: Ms. Deborah Gianola (ITALY)
  Ms. HUI-CHING HO (TAIWAN)
Grand Ikeru-chan Prize: Akatsuki Sugiura (JAPAN)
*Please see pictures in the “So” Magazine p.27.
The Iemoto’s comments and the details such as the 
theme, material etc. are shown on the webpage below: 
https://www.facebook.com/sogetsu.exhibition/

In Memoriam
Mrs. Judith McCulloch    February 29, 2020

CALENDAR カレンダー

延期 AKANEフェスタ 3月1日（日）→ 8月9日（日）　草月会館
皆さまから頂戴した参加費につきましては、8月9日（日）の開催に振替させていただきますが、ご都合がつかずキャンセル（ご返金）を希望さ
れる方は、7月3日（金）までに会員サービス部までご連絡いただきたく存じます。
お問合わせ ［ 会員サービス部 ］　TEL：03-3408-1120 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：members@sogetsu.or.jp

中止 草月スプリングセミナー2020 4月17日（金）・18日（土）　草月会館
お申込みいただいた方には、別途ご連絡を差し上げております。4月18日（土）は、草月会館は休館とさせていただきます。
お問合わせ ［ 事業部 事業課 ］ TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

中止 全国支部長会議 5月21日（木）・22日（金）　草月会館
お問合わせ ［ 総務部 支部支援室 ］ TEL：03-3408-1129 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：somu@sogetsu.or.jp

中止 草月いけばな展「月と太陽」 5月28日（木）～6月2日（火）　新宿髙島屋
お問合わせ ［ 事業部 事業課 ］ TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

延期 第10回 家元とHANA SO! （神奈川・静岡） 6月20日（土）→ 未定　草月会館
お問合わせ ［ 広報部 ］ TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：info@sogetsu.or.jp

延期 第11回 家元とHANA SO! （埼玉・千葉） 7月4日（土）→ 未定　草月会館
お問合わせ ［ 広報部 ］ TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：info@sogetsu.or.jp

ご迷惑をおかけいたしますことを心よりお詫び申し上げます。ご理解ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

本部主催のイベント

※本部へお届け済みの延期になったイベントのうち、延期後の日程が未定のものを掲載しております
延期後の日程が決定しているイベントにつきましては、P.36 ～ 37にてご案内しております

新型コロナウイルス感染症の拡散防止のため、
中止または延期となったイベントを掲載しております。
最新の情報につきましては、いけばな草月流公式ホームページをご覧ください。

全国のイベント
4月18日（土）・19日（日） 富山県支部 三創会いけばな展「和なごみ」 北日本新聞 創造の森 越中座
４月22日（水）～27日（月） 第53回日本いけばな芸術展（家元通期出品） 大阪髙島屋 ７階催会場・グランドホール
4月25日（土）・26日（日） 兵庫県支部展「はな・刻の流れ」 あかし市民広場
5月9日（土）・10日（日） 津グループ展 津リージョンプラザ 展示室
5月15日（金）～17日（日） 愛媛県支部展「あふるる」 道後温泉ふなや・松山市立子規記念博物館
5月16日（土）・17日（日） 徳島県支部展「花の輪2020」 文化の森総合公園 徳島県立21世紀館
5月23日（土）・24日（日） 第40回越前陶芸まつり参加企画「花のOMOTENASHI vol.3」 草月陶房
5月28日（木）～31日（日） 東京南支部「第60回蘭友会らん展～蘭で遊ぶ～」 サンシャインシティ ワールドインポートマートビル4階 展示ホールＡ
6月20日（土）・21日（日） 2020米沢地区草月いけばな展「遊び心」 よねざわ市民ギャラリー ナセBA
6月27日（土）・28日（日） 木陽会華展 北日本新聞 ギャラリー

中
　
止

横塚秋霞・横塚麗霞社中 いけばな展
「時代を越えて（秋霞傘寿を祝う）」 4月18日（土）・19日（日）→未定 桐生市有鄰館 煉瓦蔵 横塚麗霞 ☎ 090-4951-5857

13th. AIBI-Exhibition 'The world'
第13回アイビー教室展～お気に入りの世界～ 4月24日（金）～26日（日）→秋に延期予定 アトリエ「昭和のいえ」

（東京都武蔵野市） 永井裕遙 ☎ 090-6011-0015

新潟県支部第二グループ 春美会
いけばな展 「ときめく 花｣ 5月2日（土）・3日（日・祝）→未定 シティホールプラザ アオーレ長岡 

市民交流ホールB・C 髙野翠萠 ☎ 0257-27-2711

花と器のハーモニー2020
※家元出品 5月30日（土）～6月7日（日）→未定 山手西洋館ベーリック・ホール 広報部 ☎ 03-3408-1158

岩手県支部展
「新花・進花 いわて～輪になってHANA SO～」 6月13日（土）・14日（日）→未定 いわて県民情報交流セ

ンター アイーナ 照井昌英 ☎ 019-638-3128

延
　
期

中止 茨城県支部研究会　4月12日（日）　ワークプラザ勝田
延期 東京南支部研究会　4月25日（土）→ 未定　草月会館 5階教室
中止 鹿児島県支部講習会・研究会　5月17日（日）　宝山ホール

中止 新潟県支部講習会　4月19日（日）　新潟ユニゾンプラザ
中止 石川県支部講習会　4月26日（日）　石川県女性センター
延期 山形県支部研究会　5月24日（日）→ 未定　山形国際交流プラザ 山形ビッグウイング
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Introduction of new Study Group overseas  

Karachi Study Group, Pakistan “Challenging and encouraging”

The Karachi Study Group started its activity in 2013 
by 6 teachers of Sogetsu School.
Since then the group has taken part in exhibitions 
through Ikebana International and held monthly 
workshops on different topics. We encourage our 
members to come up with ever new ideas and often 
invite our teacher Mr. Christopher Lim to brush up 
our techniques.  
As part of our outreach program we create arrange-
ments in a beauty salon and give a demonstration 
there. Also we happily teach at schools and colleges 
to attract the students who may become interested in 
Sogetsu Ikebana. 

We will continue to promote the art of Sogetsu 
Ikebana throughout Karachi.

Schedule of Iemoto’s Visit (Overseas)
[ Postponed ] Iemoto Akane Teshigahara will visit Australia.

Title of the event: TBA
Event description: Sogetsu New South Wales Branch will be honored to host Iemoto Akane Teshigahara 
at the anniversary events in Sydney, celebrating 60 years of Sogetsu in Australia and New Zealand.
Host: Sogetsu New South Wales Branch (Australia)
New Date: TBA
Please refer to the website for details.
Enquires: https://www.sogetsu-ikebana.org.au/    
email address: sogetsu.ikebana.nsw@gmail.com

Introduction of new Study Group overseas  

Indus Study Group, Pakistan “Like flow of the Indus: Steady and throughout Pakistan” 

Indus Study Group began its journey in 1999 under 
Mrs. Tapal’s direction with twenty-eight members. 
The members of the group have been eagerly learn-
ing Sogetsu ikebana, travelling to the World Shows 
in Japan and inviting late Mrs. Leela Rajkumar for 
demonstration and workshops.
We put up our exhibitions in Karachi as well as in 
other big cities in Pakistan, such as Lahore. Regular 
classes are held at the Japanese Consulate and other 
places by Mrs. Tapal.
We showcase our work each year at the most pres-
tigious show in Karachi, The National Horticulture 
Show, where our stall is much appreciated by the 
visiting public.

Workshops, demonstrations and introductory classes 
are held at educational institutions to facilitate the 
students in the art of Ikebana.

Promotional Examinations for the Riji and the Komon degree 2020 
The examinations for the Riji and the Komon 
degree which are the highest of all the Sogetsu 
certificates are held once every year. This year, 
in Japan, the examinations were held on the 28th 
January at the Osaka School, and 30th January 
at the Sogetsu Kaikan. Participants from all over 
Japan took a written examination and a practi-
cal examination. Overseas members also took 

the examinations through correspondence. The 
questions for the written examination were sent 
to examinees via e-mail on the same day as the 
examination in Japan. Examinees submitted pic-
tures for given assignments instead of taking a 
practical examination in Japan. For your study 
interest, the questions for this year were as fol-
lows.

Questions for the Promotional Examination to 
the Riji degree
1.	 Draw a diagram (front view and top view) of 

Variation No.3 Upright Style Moribana (in 
Reverse) using a round Suiban. Indicate the 
angles and directions of the three main stems. 
Also, explain about adding the subordinate 
stems, and indicate the placement of the Kenzan.

2.	 Write about the following sentence from Sofu 
Teshigahara’s Kadensho.

	 Living in a land with an abundance of flowers is 
certainly a blessing, but if they weren’t available, 
I wouldn’t waste my time trying to find them. 
The main element of ikebana is not the flower 
but the spirit of bringing them to life.

Questions for the Promotional Examination to 
the Komon degree
1.	 Draw a diagram (front view and top view) of 

Basic Slanting Style Moribana (in Reverse) 
using a round Suiban. Indicate the angles 
and directions of the three main stems. Also, 
explain about adding the subordinate stems, 
and indicate the placement of the Kenzan.

2.	 Write about the following sentence from Sofu 
Teshigahara’s The Fifty Principles of Sogetsu.

	 31. Ikebana may be comparable to painting, 
music or sculpture.

We send information regarding the Riji and the Komon examinations to teaching Riji holders every autumn. 
If you are interested in taking the promotional examinations, please ask your teacher.

Master Instructors of the Sogetsu HQ 2020
Miharu Akiyama
Tamae Eguchi
Koshu Enomoto
Sanae Fukunaga
Koka Fukushima
Shiyo Genda
Yoichi Hinata
Tanshuho Hiraishi
Yoka Hosono
Misei Ishikawa

Ryu Ishikawa
Shosei Ishikura
Gaho Isono
Koka Iwabuchi
Hakuho Kajitani
Shuko Kano
Seika Kasuya
Ken Katayama
Kumiko Kato
Tetsunori Kawana

Tankei Kubo
Iccho Kuboshima
Sanae Maeda
Katei Motoe
Kazuko Nakada
Sozan Nakamura
Kosa Nishiyama
Seishu Okamoto
Shinobu Okazaki
Masanaga Okubo

Seiko Ozawa
Suikei Sakaguchi
Koyo Sasaki
Koei Sawada
Ikuen Sekita
Junga Shinozaki
Hiromi Sugioka
Bisen Sumide
Eikou Sumura
Shoryu Tabuchi

Tanho Tagaya
Suisen Takagi
Reiko Takenaka
Kaen Tanno
Ryo Tazawa
Soko Tomita

Assistants of the Sogetsu HQ 2020
Yorika Azuma
Seiko Hamada
Suisho Higuchi
Rosen Kimoto

Satoka Kitajima
Suijun Kitauchi
Hosei Kubota
Meiho Maruyama

Makiko Morange
Shiho Morishima
Reiyu Morita
Seiho Muto

Misho Nakamura
Reito Oizumi
Sato Omukai
Seisui Ono

Shimon Takahashi
Chieko Taniguchi
Shoe Yamagami
Kosei Yokochi
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Tips and Advice when Creating Ikebana
The necessary things when composing ikebana 
works are the thoughts of the arranger and the tech-
niques to give shape to the imagination, I think. For 
every ikebana, taking the viewers and the placement 
into account is essential. It is, therefore, important 
to acquire creative ideas and skills to be able to 
adapt to various arranging situations.

About my work exhibited in
The Sogetsu Exhibition, Shinjuku
“Flowers and their vases”

The containers used for the miniature ikebana 
works were created by Mr. Fumio Aida, who was 
very much my senior when I was in Sogetsu atelier 
staff. He made them by shaving off Japanese cedar 
wood pieces with a small knife, burning the surfac-
es with a burner, and polishing them. These con-
tainers have unique shapes with beautiful patterns 
of wood grain, which made me happy when arrang-
ing flowers there. Each of them has a drilled hole 
into which an injection needle cap is inserted so that 
it can contain water. Creating miniature ikebana is 

a good opportunity for close observation of plants. I 
composed an original cosmic space while discover-
ing the beauty of each single petal and pistil.

作品を造る上でのポイントやアドバイス
作品を造る時に必要なことは、その人の中にある想いとその想
いを形にする技術だと思います。またいけばなは、場や見てくれ
る人のことを考えなければ成立しません。様 な々場面に対応で
きるアイディアと技術を学ぶことが大切です。

草月いけばな展 「何にいけるか ─ それが問題
だ！」（新宿髙島屋）
このミニアチュール用の花器は、アトリエの大先輩 相田
文男さんが作ってくれたものです。杉の垂木を小刃で削
り、表面をバーナーで焼いた後、磨いたものです。きれい
な木目が出て、形もそれぞれユニークでいけていて楽しく
なります。花器にはドリルで穴をあけ、注射針のキャップ
が入っているので、水も入ります。ミニアチュールは、植物
をじっくり見つめる良い機会です。花弁１枚、めしべ１本
の美しさを発見しながら、ひとつの宇宙空間を構成しま
した。

One Two Step
Teacher’s Guide to Teaching 18  Gaho Isono

Gaho Isono
After working for the Sogetsu atelier of the third 
Iemoto Hiroshi Teshigahara for 11 years, Isono opened 
her ikebana class. As Master Instructor of the Sogetsu 
Headquarters, she teaches at the Iemoto Class and other 
classes including those held at private companies and 
elementary schools, as well as creating many works for 
hotels and other public spaces.

五十野雅峰
第三代家元・勅使河原宏の草月アトリエに
11年間勤務。その後、いけばな教室を主宰
する。現在は、本部講師として家元教室など
を担当。その他企業、小学校でも講師を務
める。またホテルなどの公共空間でも、数多
くのフラワークを手がけている。

The Sogetsu Exhibition, Shinjuku “Flowers and their vases” 
Work by Gaho Isono
Materials: Colored Golden-bells, Colored Nepenthes, Maple, 
Holly olive, Sword fern, Hinoki, Dracaena concinna, Billy 
buttons, Prairie gentian, Gerbera, Pink, Persicaria longiseta, 
Poppy
Base: Acrylic plate

Sogetsu Textbook 5 Q&A  Key word ”Creation”
Here are some tips and answers to the questions for studying of the themes.
(The same article in Japanese was in Summer 2018 edition of “Sogetsu” magazine.) 

Green Plant Materials (5-4)
[Q] Some students may feel at a loss what to do if it 
is their first time to attempt an arrangement using 
green only.
[A] Mentioning such points as the shades of green, 
the lines of stems, the surfaces of leaves, and other 
clues can inspire the students’ new discoveries and 
creative ideas. They can start from looking at the 
materials closely.

[Q] May we use plants with green-color buds?
[A] Yes, you can use them without any problem. 
When displaying the work featuring this theme 
in an exhibition, however, you should not choose 
materials with buds which are green but then turn to 
different colors when they bloom during the exhibi-
tion period.

Composition Expressing a Movement 
(5-18)
[Q] I want to express the verb “tangle” by inter-
twining plant materials, but can I do that as 
“Intertwining Plant Materials” is for the theme of 
Sogetsu Textbook 3-16?
[A] You can make your work on this theme by using 
your intertwining technique. Be careful, however, 
not to end up with the work without any sense of 
movement because of too much intertwining. Your 
finished work should be expressing a movement. 

[Q] If such verbs as bind or fold are chosen, the 
work can be made by just binding or folding the 
plants. How should I deal with the theme?
[A] The theme aims to create a work which looks as 
if it is in motion. Your work should not look static 
by merely binding or folding the plant materials. 
Try to create an arrangement in which a movement 
can be felt by making good use of the techniques 
you’ve already acquired. 

Arrangements for Celebrations (5-11)
[Q] The theme seems to be similar to Textbook 
4-19 “Specific Scenes, Occasions or Spaces.” Can 
I interpret the theme in the same way? I think these 
two themes are the same in a sense of making an 
arrangement to please the recipients.
[A] The aim of “Specific Scenes, Occasions or 
Spaces” in Textbook 4-19 is to compose works 
by assuming various situations such as weddings, 
funerals, and other ceremonial occasions, events, 
or decorating one’s own home entrance. The impor-
tance of respecting the feeling of viewers is the 
same for both themes but this theme is more specif-
ic to express the feeling of celebration.

Complementing an Art Work (5-20)
[Q] What is the definition of “Art” in the theme? 
The Textbook says printed post cards are included. 
What is the allowable range of art works? Does it 
include folkcraft, too?
[A] Here, what  is/isn’t art or who is to judge the art 
are not the point. There is no need to decide superi-
ority of the art work based on whether it is famous 
or not, or whether it is expensive or not. As long 
as it is appreciated as an art object by the arranger, 
even a tin toy or folkcraft such as a Japanese wood-
en doll the one called kokeshi can be regarded as an 
art work here. Keep in mind, however, that the art 
object made by the arrangers themselves cannot be 
used, as the aim of the theme is to compose a work 
based on the inspiration given by a third-person’s 
art work.

[Q] Can I use a vase made by an artist as an art 
work?
[A] The vase can be used as a three-dimensional art 
object with which your work is composed. It is not 
appropriate here to put water and arrange flowers 
in it.

Summer 2018 edition of “Sogetsu” magazine posts the photos of examples of the themes 
above. The edition is for sale at Sogetsu Shuppan. E-mail: shuppan@sogetsu.or.jp



I am so sorry for any  whose family members have 
lost their lives in this recent expansion of  COVID-19 
infection and send my sympathy to all those who are 
still receiving treatment. Also, I would like to send 
hearty thanks to the many people fighting against this 
invisible virus in Japan and  the world.
Things that until now we could do as a matter of  
course have become impossible in the same way or 
are greatly restricted by the spread of COVID-19. 
I have never experienced a situation like this in 60 
years. I believe, however, that this is a modified  
challenge for our own health and consideration for 
others. Since we have to protect not only ourselves 
but also our families and loved ones at the same time, 
it is natural to become very nervous, but we want to 
calmly react to the situation and behave according  to 
the needs for mutual care with attention to others.
I’m sure some of you may say, “I want to go to class, 
but my family would be worried about  contact with 
the virus.” I also have an obligation to protect my 
family, the people who work for Sogetsu, and above 
all Sogetsu members. That’s why I took the plunge   
and decided to cancel all classes and events for a 
while. I know that you love Sogetsu very much, so if 
we were to hold an event, you would feel compelled 
to attend. But by cancelling classes and events on our 
side, I believe that we can avoid any situation where 
you would be exposed to any risk.   
In this situation, people have started to make various 
special efforts:  a major convenience store is deliver-
ing onigiri (rice balls) to after-school facilities with-
out charge and numerous artists have released their 
live videos for free. When I thought about “What 
Sogetsu can do today?” an idea, which I could use to 
deliver joy and comfort to people through flowers, 
popped up. Like arranging flowers while thinking 
about other people, if we support others through dis-
tance learning we might prevent any further spread 
of the virus and help overcome this terrible situation. 
Then, with the title of “OHANAMI (flower viewing) 
at SNS” we posted images of the works of the four 
Iemotos and video of my demonstration on Facebook 
and Instagram. As it is currently required not to go 
out, it would be my great pleasure if you were able 
to feel the arrival of spring  even on screen and you 

were encouraged and inspired. In addition, whilst 
nationwide events were cancelled one after anoth-
er, I had a very precious opportunity where I was 
able to display my installation at the Nihombashi 
Takashimaya Department Store in March. While 
creating this work, I was comforted and energized by 
flowers.
Especially during this kind of situation, the power 
of humanity might be tested. It is most important to 
make efforts to avoid infection but do not get  phys-
ically and mentally exhausted. What is important is 
to keep our strength of mind in this serious situation 
without panic.
I’m confident that there will be a day when this hard-
ship will come to an end. 
I know a Sogetsu ikebanist who reviewed the basic 
styles from the beginning at home, instead of arrang-
ing flowers outside or having a class, and posted the 
process on her social media platform. How wonder-
ful it would be if we were all able to convert this  
epidemic into a positive  action in that way. So please 
think about this cancellation positively that it is the 
best way towards the future. and forward-looking.
Until then, let’s protect the lives of all by postponing 
our sociable study times. 
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On March 17 in a continued voluntary restraint mood, the 
Iemoto's demonstration video was posted on You-Tube 
under the title of "OHANAMI at SNS". Following this, 
the images of ikebana works by Iemoto Akane and three 
former Iemotos were released on the Sogetsu official social 
media sites.
(The Iemoto's demonstration video can also be viewed by 
scanning the QR code below.)

More convenient, more efficient
Six months have passed since the website of the 
Sogetsu School was renewed and went online. The 
website is now more actively utilized by the members 
than before as a forum where information on Sogetsu 
can be easily shared and obtained.
Following that, to facilitate the convenience of our 
members, the Sogetsu Teachers Association (STA) 
members’ site, which only STA members are able to 
access, will be online at the beginning of June 2020.  
The initial services, available from June, include var-
ious functions which enable the members to check 
their registered personal information, to read the So 
Newsletter (from No.262), and to keep up-to-date 
with news and announcements from Headquarters in 
Japanese, English and Chinese.
Later on, we will further improve this by adding addi-
tional features.  
In order to access this site, password entry is required. 
The Headquarters will inform your password by post 
at the beginning of June. When you receive it, please 
keep it in a safe place. Details on how to use this site 
will be explained in the next So Newsletter No. 262 
(June issue).

● Future schedule

Beginning of June 2020

① In the So Newsletter No. 262 to be issued on June 
1, details on how to use the members’ site will be 
explained.

② Each member will receive their password to the 
members’ site via Postal mail. Since this is a very 
important document, please keep it in a safe place.
*If you do not receive your password, please contact  
Overseas Affairs Department.  

③ The members’ site for the Sogetsu Teachers
Association (STA) will go live!
Please enter into the members’ only website using 
your password and utilize various services!

Point 1: Read So Newsletters.
You can read So Newsletters online starting with No. 
262.

 

Point 2: Check your registered information.
You can check your own personal information regis-
tered at the Headquarters.

Point 3: Use as your membership card.
You may access the site on your smartphone and 
tablet. You can show the screen as your membership 
card.

Information
The members’ site for the Sogetsu Teachers Association (STA) 

※ Illustrations are sample image.


